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重度精神遅滞児にみられるハンドリガードの発達的意味
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Ｉはじめに

自己身体を「自己の身体」として意識すること

は，自己をとりまく世界を理解することと表裏一

体をなす。山口（1977）は「子供が自分の身体が

自分自身のものであり，十分に統一され，一つの

境界を持っているまとまりとして意識するように

なる発達の様相と，子供が自分を取りまく外界を

まとまりのあるものとして理解するようになるこ

ととの間には，切り離すことのできない結びつき

がある。つまり，身体なくして世界は有り得ない

し，世界のなかでしか，身体は自己を達成するこ

とはできない｡」と述べている。このように，自

己身体の把握の過程，いわゆる身体図式の形成と，

外界の認識に関する発達とは密接な関係があるこ

とが指摘されてきた。

Merleau-Ponty（1966）は「自分が身体をもっ

ていることを意識することと，他人の身体が自分

のとは別な心理作用によって生気づけられている

と意識することとは，論理的に言って，対称的な

二つの操作であるばかりか，現実に－つの系をな

している操作」であるとして，自己の身体の意識

や認識と他人知覚との間には対応関係があること

を指摘している。同様に市川（1993）は「見分け」

という独自な概念を提出し，次のように述べてい

る。「｢身分け』は，身によって世界が分節化され

ると同時に世界によって身自身が分節化されると

いう両義的・共起的な事態を意味」するとした上

で，「他者を分節化することは，身を自己として

分節化することであり，身を自己として分節化す

ることは，他なるものを他者として分節化するこ

と」であるとして，「身分け」の両義`性は対他関

係において最も鮮明に現れるとしている。他人知

覚や他者性は相互主観的な対他関係をもたらし，

｢人と人とがあるもの（あるいは，こと＝テーマ）

を共有する」ことを指す三項関係（浜田，1992）

の成立とそれに基づく他者からの様々な意味の敷

き写しを可能にする。してみると，自己の身体の

認識，いわゆる身体図式の形式は外界の認識，す

なわち自己を取りまく意味世界の獲得の重要な基

礎となっていることが理解できる。

精神と身体の関係については精神と物体の二元

論を唱えたデカルト以来，いわゆる「心身問題」

として主に哲学の領域において，これまで様々な

論争が繰り広げられてきた。こうした議論の中で

Merleau-Ponty（1966）はこの心身二元論を批判

した上で，現象的身体という考え方を提唱した。

現象的身体とは「物理的世界に還元できない世界

の中で有意味な行動を行い，世界や自己の行動を

能動的に組織化する行動の主体」を指し，「われ

われが動かすものは決してわれわれの客観的身体

ではなくて，われわれの現象的身体」であると述

べている。こうしたMerleau-Pontyの考えを組

み入れながら，中田（1984）は重度心身障害児

(以下，重障児）の教育方法を開発する上で重障

児自身にとっての身体の機能，すなわち観察者の

前に展開される客体的な身体とは異なる，重障児

にとっての現象的身体の機能を解明することが必

要であることを強調した。重障児に対する教育的

な働きかけを行う上で，彼ら自身にとっての身体

の機能を知ることがまずもって必要であると思わ

れる。

自己身体を「自己の身体」として理解するよう

になる端緒は，自らの手の注視（ハンドリガード，

以下ＨＲと略す）にあると思われる。手は身体の

どの部分よりも注意が向きやすく，注目の対象と

なりやすいからである。ＨＲは発達障害児に比較
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児が対象に向かっているときう自分の手にも気付

けるだけの注意力が出てきたために生じるもので

あり，そのため手と対象を同時に記銘できるだけ

の注意能力が出てくると，ＨＲは消失するという

のである。それ故，彼はＨＲが持つ唯一の機能が

｢自分の手になじむ」ことであり，到達・把握行

動の際に生じる一つの随伴現象としてＨＲを位置

づけ，後の直接的な前触れではないといている。

このように，ＨＲが発達に及ぼす影響については，

まだ明確になっているわけではない。

生後２～４カ月頃までに出現したＨＲは到達・

把握行動が完成する８カ月までには消失するとい

われているが，発達障害をもつ子ども達の中には，

２～３歳の幼児期になってＨＲが出現し，かなり

長期にわたって持続する場合がある。障害児に出

現するＨＲは歩行などの身体移動をはじめとして，

身体が生活においてある程度機能した状態で出現

し，なおかつ数年以上にわたって持続する場合が

あるという点で健常児の乳児期に一過性に出現す

るＨＲと大きく異なる。したがって，障害児のＨ

Ｒを健常乳児期のＨＲと同列に論ずることはでき

ない。しかし，障害児の手が神経一筋運動的な充

実を遂げてはいても，その手が身体図式の中に組

み入れられていないのだとすれば，彼らに出現す

るＨＲは手が自己身体の一部として認識され，手

が「手」として機能し始める兆しを意味している

のかもしれない。

本研究では２歳を過ぎてＨＲが出現し，その後

６歳の現在まで持続している事例について，発達

に伴うＨＲの変化と全体的な発達との関連につい

て縦断的に分析し，重度発達遅滞児の発達におけ

るＨＲの意味について検討する。

的よく観察される身体現象である。このＨＲは彼

ら自身にとってどのような機能があるのだろうか。

本研究の目的はこのＨＲの発達的な変化を追跡す

ることによって，重障児にとっての身体の機能を

明らかにし，さらに認識発達との関連を記述する

ことにある。

乳児が生後３～４カ月頃になると自分の手を目

の前にかざし，見つめていることがある。これが

ＨＲと呼ばれるものである。はじめはこぶしを一

瞥するといった程度であるが，次第に持続して見

つめるようになる。さらに手を見つめながら指を

動かしたり，手を開いたり閉じたり動かしたりと，

繰り返し飽きずに眺める（金子ら，（1972）この

ＨＲの発達的な意味については従来から様々な考

えが提出されてきた。Merleau-Ponty（1966）に

よれば乳児期初期にみられるＨＲは「見られる身

体」と「内受容性によって感じられる身体」との

対応関係に慣らすという効果を持つとされている。

市川（1993）も同様にＨＲは「身が身へ折り返す

二重化のはじまり」であり，「身体レヴェルでの

反省」というべき二重感覚として位置づけ，対象

としての身体（｢対象身体｣）と内側から感じてい

る身体（｢主体身体｣）の総合を図るという意味を

持つものとみなしている。このようにＨＲは手を

自己の「手」として引き受ける，つまり手の身体

図式を形成する働きを担っていると思われる。

他方，ＨＲは自己身体以外の対象世界との関係

で果たす役割についても議論がなされている。野

村（1980ハWhite,Catle，＆Ｈｅｌｄ（1964)，そ

してWhite＆Ｈｅｌｄ（1966）は乳児期の到達６把

握行動における目と手の協応を支える要素として

ＨＲを捉えている。つまり，外の世界にある物に

手を伸ばし，それを把握するためには自己の手と

物の間を視覚的にコントロールできなければなら

ない。ＨＲはこの視覚的コントロールを形成する

上で重要であるというのである。これに対して，

Bower（1974）は盲乳児においても自分の手のあ

る場所に見えない目を向けて，自分の手を追跡す

るというFreeｍａｎ（1964）やＵｒｗｉｎ（1973）の観

察を引用して，手の視覚入力が「見られる手」と

｢感じられる手」の間に協応を作り出しているの

ではなくて，その協応は生得的に組み込まれてい

ると主張した。Bower（1974）によればＨＲは乳

Ⅱ事例の概要

本児は平成元年12月生まれのダウン症の男児で

ある。在胎31週で胎児循環遺残症のため帝王切開

によって生まれる。本児は生下時体重が17309の

未熟児で，出産時には仮死状態であった。その後，

約３カ月間保育器にて育てられる。生後６カ月時

に心室中隔欠損の治療のため心臓手術を受ける。

さらに，１歳３カ月には肺気腔のため肺の手術を

受ける。１歳６カ月になってようやく退院し，自

宅で養育される。
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本児は病院を退院するまで鼻腔に通したチュー

ブを介して栄養を補給されていた。また,鼻腔チュー

ブや腕につけられた点滴の管を本児が引き抜かな

いように，手をベッドに固定されていた期間が保

育器を出てから退院までの間に通算６カ月程度あっ

た。母親は退院と同時に鼻腔栄養を止め，哺乳鰻

でミルクを与えるが，本児の吸畷反応が弱く十分

な量のミルクを摂取できないため，スプーンを使っ

て飲ませる方法も併用していた。２歳過ぎから離

乳食も与えるが，摂取量が少なかった。このこと

も遠因の一つと考えられるが，本児の発育は極め

て不良である。首座りが生後11カ月，お座りが２

歳，ハイハイ２歳３カ月，そしてつかまり立ちが

２歳９カ月で，始歩はつかまり立ちから実に１年

以上も後の３歳10カ月であった。

本児は自宅で約１年の間養育された後，３歳４

カ月に公立保育所に障害児保育の対象児として入

所する。保育所入所当初から本研究の開始時点

(ＶＴＲ収録時点）までの本児の発達状態につい

て，当該保育所の保母の記録から抜粋して以下に

記述した。

衣を放り，中の具をスプーンでさらに潰してあ戒

スープはスブ２－ンて鼠jltませている。食べる量は少

なく，ほとんどを残す。

雫成６年度（ＶＴＲｲ､?録の開婚直前までの記録

から抜粋ノ：４歳/0カ月時

入所後半年〃は母親か翻意した柔らかいジュー

シー（ｉｉｉｶﾘ鍵ZI聯の炊き込みこZ1r）を食べていた菰

｣擾近はおかずやデザートで８鋤かく潰した物であ

れ/aE紛食を食べられるようにまったきた。また，

ih1L物をスプーンでまくお鍼から飲めるようにまっ

た。た鐘咀鰯ができず；ほとんと荻み込んでい

る状態で，固'いもの（ﾉﾀ６１類<だ‘の，生F野菜ノ

はすぐに吐き出すｂしかし，以前に比べれば食事

量はj711鰯fiｸに樽え，メニューによって変動はある

ものの給食の全鷺量を食べることもある。・・・・

食霧｢を含め，衣ﾌﾟﾘ11;の溝ｊｌｉｉ，j6lt7ilf法どの生活面/白fほ

ほ?の全フグ冨助を必要とするｲﾚﾋ態ﾇｸ鵜いている。．・・・

３歳10ヵ月時に歩行》′f可能とまり，移璽ｸ範囲>ｸ滋

<まる。た遺物に対する櫛Ｚ１は依然として~希薄

で，燭然に手に麟れろ‘のを掴んでは放ク投げろ

という行為に変化はまい。・・・・水遊びｼｸ軒き

で，いつ＆水道のある流しに行き，手をこすクつ

けてその戯)iillrを楽しんでいる様子である。・・・・

水遊びVご変/Zr刀混られるようにまってきた。これ

麦では流し台の一角で遊んでいた水遊Duiが；銃し

合金･戯を蕊で回｢すようまダイナミックな動きに変

化してきた。また，はじめは石1鱗の鱗)iiliを手で味

わっているだけであったｵﾇｊｉ雷近はｲ、糠を口の回

りに塗ってその』感)iil1を楽しんでいる。水場での遊

びMat脇目も振らず－，C､不況に行われている。その

表精は真剣その＆のである。

雫成５年２月（傑育所ﾉ(所前の/ik鰻爆音の記録

から技粋ノ：３歳３カ月時

母親に抱っこされて来所。宵うちがZ/､さいので

(１歳/ｇぐらいノー擁ﾉEZ惑rう゜顔を近づけてノーお

はよう」と声をかける菰反芯か鞍〈，燕麦緯で

ある。１歳;/Eクラスに案ﾉﾌﾜﾑｰ鋳におやつにす

る。母鞠がヨーグルトをスプーンで口に持ってい

くかf；首を振って嫌刀塔。母親の話では食べたこ

と刀鞍いそうだ６．．．．.時々，ひとク立ちす

る菰歩行はみられまい。淀してみる菰その場

にベタッと座り込む。じっとしている嶬顔をあ

ｲﾌﾞ元ク，歯ぎしりしたり，左手を鼻の横に添えた

りする動作が目立つ。・・・自発ﾉｳｸな活j1iｸはほと

んどまく，じっと座ったままでｼiHf具類に６全く関

心を示さまい。深母がブロックをﾉ式/目の手に握ら

せようとすると，弘いのける。手に触れる物すべ

てを戎いのける。．・・・/Zﾉﾉgからの働きかけに

６全く反)lliJrを示さまい。・・・生活面Vらbi職おむつ

をjiHbﾉﾘ7しており，ミルクUlIIi艀Z錘から母親に抱っ

こされてj，（んでいる。２錫且クラスで食事する。

母親ガガズプーンを使ってあげている。コロッケは

本児は歩行開始以後の身体移動を除けば，食事，

排泄など生活全般にわたって大人の介助を必要と

している。新版Ｋ式発達検査によれば，本児の発

達指数は16で，重度発達遅滞の範畷に入る。

Ⅲ方法

１．ＶＴＲ収録の手続き

本児が在園する保育所において，２週間に１回

の割で遊び場面（設定遊びと自由遊び）と食事場

面における本児の行動をＶＴＲに収録した。食事

場面を収録したのは次のような理由による。本児

－２１７－
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は手に運動機能上の問題はないにもかかわらず，

自分の手を使って食事することができず，全面介

助を必要としている。つまり，自己の手を食事の

道具として使用できないという本児特有の問題が

存在しているのである。この問題が本児の生育歴

(長期にわたる手の固定など）やＨＲの出現とも

関係をもつ可能性が想定されたため，食事行動の

発達的な動向を見極めることを目的として食事場

面の収録を行った。

収録時間は遊びについては設定遊びと自由遊び

の各場面につき20分づつ計40分，そして食事場面

は食事開始時から約30分とした。

２．収録期間と収録回数

ＶＴＲの収録期間は平成６年11月１日から平成

７年11月25日までの約１年間で，収録回数は合計

25回であった。

３．分析方法

本研究では収録した25回分のＶＴＲ資料の中か

ら，収録間隔や遊びの内容などを考慮して，９回

分を抽出し，分析の対象とした。なお，食事場面

については，収録期間中にいくつかの興味深い特

徴がみられたが，食事行動上に特筆すべき顕著な

変化は認められなかったため，本研究では食事場

面における行動を分析の対象から除外した')。分

析対象とした９回分について各回の収録日の日付

と遊びの内容を表１に示した。

各回ごとにＶＴＲ資料を著者と１名の研究協力

者の２名で別個に視聴し，後に示す行動カテゴリー

に関して当該の回で特徴となる行動をそれぞれが

抽出しておく。そして，両者が抽出した行動を照

合し，一致しない行動については協議して意見の

一致を図る゜その上で再度ＶＴＲを２名が同時に

視聴し，両者で見解の一致をみた行動を静止像と

してコンピュータに取り込み，なおかつそれらの

行動に関係すると思われる前後の文脈を含めて，

それらの映像をトランスクリプ卜し，文章化して

おく。なお，観察の対象となる行動カテゴリーは，

｢ＨＲ｣，「対物行動｣，「対人行動｣，「情動行動｣，

Ｍ□身体への働きかけ｣，「その他」の６カテゴ

リーであった。したがって，分析および考察の対

象となる資料は上記の６カテゴリーについての各

回ごとの静止像と，それを含む前後の文脈のトラ

ンスクリプトされた文章である。これらの資料を

基に各カテゴリーごとの通時的な発達変化の分析

と各カテゴリー間の関係についての共時的な分析

を行った。

表１収録日と遊びの内容

Ⅳ結果と考察

本児に出現するＨＲは，本児が２歳２カ月時に

初出が確認されて以来，本研究の観察が終了する

時点まで持続していた。ＨＲが出現し始めの頃は，

その形態は単純で顔面の前20～30ｃｍにかざされ

た片方の掌（もしくは甲）を見つめるというもの

であった。ＨＲの持続期間は短くほとんどが数秒

以内におさまるものであった。

ＨＲの初出から２カ月後の２歳４カ月時にはＨ

Ｒの新たな形態が記録されている（保育所の保育

日誌より）。それは見られる手の指に動きが出現

するようになったことである。当初は数本の指が

IHIげのばしを繰り返す程度の動きであったが，次

第に指どうしが絡み合うような複雑な動きに展開

してくる。視線は初出時と変わらず，一貫して揺

れる指や絡まる指に向かっている。

ＶＴＲ記録の開始時においても，ＨＲの形態は

基本的には上記の特徴と同じであった。

注１）本児は平成９年１月現在、養護学校'１､学部１年生に在鯖しており、現在に至るまで本児の行動のＶＴＲ収録

は継続されている。平成８年の７月頃から本児の食叫I行動は徐々に改善してきている。食事行動については本
研究以後の発達変化をも含めて改めてまとめる予定である。

－２１８－

NCI 収録日 遊びの内容

１
２
３
４
５
６
７
８
９

平成６年11月１日

平成６年12月27日

平成７年３月17日

平成７年４月21日

平成７年６月１日

平成７年７月14日

平成７年８月23日

平成７年９月25日

平成７年11月25日

戸外遊び

積み木遊び

粘土遊び

ミニチュアセットの栂成遊び

リトミック

プールでの水遊び

戸外遊び（シャボン玉）

発表会の演技練習（遊戯）

積み木遊び
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観察１（第１回2)）：図１‐１と図１‐２は室外

での自由遊び時間において，出現したＨＲである。

片手（出現頻度の左右差は認められない）をその

手と同側の方向に向けられた顔面の前方にかざし，

その手を見つめている。ＨＲの持続時間も以前と

違いはない。ＨＲ時の視線は確かにかざしている

手に向いてはいるが，虚ろな印象を受ける。

観察２（第１回肥図１‐３は本児が固定遊具

の場所から離れ，移動している時に突然立ち止ま

り，ＨＲを行ったときの姿勢である。このように

ＨＲが出現するときには，それまでの一連の動作

が停止することがある。図１－４は立ち止まって

右手の指が動き出した直後の姿勢である。立ち止

まった直後からＨＲが生じる右手の指に特有な緊

張と動きが生じる。その後，腕が上がり顔の前に

手がかざされ，ＨＲが成立する。この間わずか１

秒弱であるが，一連の手の動きに比べて，顔と視

線はほとんど動かず手が顔の前にかざされるまで

視線の側の変化は見られない。かざされた手を見

つめることがＨＲであるが，本児のＨＲを微視的

に検討すると，ＨＲの開始時点は手を注視した瞬

間ではなく，それよりもずっと前にあることがわ

かる。つまり，手指の緊張と特有な動きが先に生

じて，それに触発されるように視線の定位がなさ

れる。いわば，視線が手指の動きに支配されてい

るような印象を受ける。

ところで，手指の緊張とそれに伴う手かざしは，

身体の内側から感じられる，いわゆる自己受容感

覚である。ＨＲは手指に生じる自己受容感覚によっ

て，いわば自動的に生起する側面があると特徴づ

けることができる。ＨＲの主たる活動は目線より

もむしろ手指の側にあると考えれば，先に指摘し

たＨＲ時の目線の虚ろさはよく理解できる。こう

したＨＲの特徴は乳児期初期に現れるＨＲのそれ

と類似している。ただし，乳児期のＨＲは両手を

結んだ状態でのものも多くみられるが（野村，１９

８０)，本児に出現するＨＲはすべて右か左の片側

だけに起こるといった点で形態上の相違があるこ

とも指摘しておかなければならない。

図１－１ＨＲ 図１－２ＨＲ

図１‐３移動中のＨＲ図１‐４ＨＲ開始時の姿勢

観察３（第２回）：図１‐５は室内で積み木の入っ

ている箱に偶然手をついた時に生じたＨＲである。

このように手指の緊張や動きだけでなく手への触

覚的刺激を契機としてＨＲが生じる場合もある。

ただし，手への触刺激が常にＨＲを生起させると

は限らないので，それ以外の要因も作用している

ことは確かである。

第２回までの観察で見られたＨＲは常に視線を

随伴していた。しかし，第３回から姿勢は以前の

ＨＲのそれを保持しているが，視線が伴わない形

態のものが出現してくる（以下，疑似ＨＲと呼ぶ)。

観察４（第３回）：図１－６，図１‐７は本児が

部屋に一人でいる時に見られたＨＲである。顔の

前に手がかざされ，手指は以前のＨＲと同様に複

雑に動いたり，絡み合ったりしているが，目線は

かざされた手に向いていない。さらに，同じ状態注２）表１に示したＶＴＲ資料の順番

－２１９－
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で観察された図１－７（第４回）は目線だけでな

く顔そのものがかざされた手の方とは逆方向を向

いている。こうした疑似ＨＲ中の視線の多くが，

外界の物を見つめるといった明確な志向性を持つ

ものであった。

手指に視線が注がれない，いわゆる疑似ＨＲは

回を追うごとに増加するようになった。その傾向

と反比例する形で従来のＨＲの頻度は減少した。

また，手指の動きは手指の屈伸や絡みに加えて，

図１－８（第７回）に示すように掌全体を反らせ

た後で，手招きするように掌を返すといったよう

に個々の指の動きだけでなく，掌全体の動きに拡

大する。

ところで，疑似ＨＲの出現をどのように考えれ

ばよいのだろうか。これまで出現していたＨＲは

手指の自己受容感覚や触覚によって視覚が触発さ

れるものとして意味づけられた。この考えを敷桁

すれば，疑似ＨＲとしての手指からの視線の逸脱

は二通りの解釈が可能となる。一つは視線を誘導

するほどの自己受容感覚が得られないために視線

が随伴しなくなったと考えることであり，いまひ

とつは手指の自己受容感覚が引きつける以上の誘

因を外界の事物・事象が持ち始めた結果，視線が

手指へ向かなくなったとするものである。仮に前

者の考え方によれば，外界の視線そのものの志向

性が以前にも増して特に明確になるという印象は

与えないであろう。恐らく，本児の側に外へ向か

う明確な志向性が視覚領域において出現してきた

結果と考えた方が理屈に合う。この点については

本児の全体的な行動変化との関係で後に議論する。

観察５（第８回，第９回）：本児は音楽が大好

きで，気に入った音楽を聴くとリズムに合わせて

;(動￣

図１－７疑似ＨＲ

函

図１－８疑似ＨＲ

身体を前後に曲げ伸ばしする。図１－９（第８回）

はそうした場面で出現した疑似ＨＲである。これ

までの疑似ＨＲは身体が静止した時に出現してい

るものが多かったが，この時点から身体運動時に

出現する疑似ＨＲが増加してくる。ＨＲは前にも

増して急速に減少したが，量的な減少に加えて，

その形態にも変化が出てくる。図1-10はロッカーー

に片手を置いて上体を左右にひねっているときに

見られたＨＲである。ＨＲも先に指摘した疑似Ｈ

Ｒと同様に身体運動時に出現するものが多くなっ

た。

以前に比べて本児の身体運動が多様で活発になっ

てきたことが上記の現象の背景にあるものと思わ

れる。つまり，全身の大筋運動に触発されて，Ｈ

Ｒと疑似ＨＲが出現するようになってきたと捉え

ることができる。身体各部の緊張や動きとＨＲや

疑似ＨＲとが関係するようになり，時として両者

が連動する事態が生まれてきたといえよう。この

現象と表裏をなすと思われる行動が次に示すよう

な形態で出現してくる。

観察６（第９回）：図1-11は床に座って自分

の左足を左手で掴んで持ち上げた瞬間に反対側の

右手に生じた疑似ＨＲである。この頃の疑似ＨＲ

は手指の曲げ伸ばしや絡みが少なくなり，この図

にみるように指が伸びたままの状態で外側に反っ

ており，指全体に力が入っていることをうかがわ

せる。図1-12は親指だけが上向きに立っている。

この時に本児の腕や肩は緊張し，小刻みに震えて

いる。親指の緊張が腕全体そして肩にまで波及し

ていることがわかる。この状態がさらに激化した

図１‐５触刺激誘発

のＨＲ

図１－６疑似ＨＲ

－２２０－
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のが図１－１３に示す場

面である。右手の緊張

に始まった疑似ＨＲが

腕や肩の緊張をもたら

し，そしてその緊張は

眼筋にまで波及し両眼

が内側を向く，いわゆ

る「寄り眼」の状態を

生起させている。

受容感覚と筋緊張の循環は元来，身体各部への拡

散的・拡延的な増幅を内包している。このことに

ついてWalloｎ（1954）は泣きやくすぐりによる

笑いなどの情動行動が全身の筋肉活動を巻き込ん

だ活動へと拡延し増幅していく流れを自己受容感

覚と自己塑形的活動の循環に基づいて説明してい

る。

観察６が身体の末梢から中心へ向かう求心性の

緊張の伝搬とすれば観察５は体幹の緊張が末梢へ

伝搬する遠心性の現象と位置づけることができる。

いわば緊張の相互促通が起きているとみなすこと

ができるかもしれない。

以上，ＨＲの発達に伴う変化について記述して

きた。これらのＨＲの発達に伴う変遷の背景には

大きな質的な違いが想定され，それらの質的な差

異によって，ＨＲの発達変化を以下に示す３つの

時期に区別できる。まず，第１期は観察１から観

察３で示したように手への注視を伴う文字通りの

ＨＲのみが出現している段階である。手指の緊張

が視線の定位を誘発し，手の動きが視線を支配し

ているようなＨＲで，乳児期初期に出現するＨＲ

との類似が指摘できるものである。

第２期は観察４にみられるように視線を随伴し

ない疑似HRの出現である。これまで手指に注が

れていた自律性の乏しい「虚ろ」な視線が，外の

世界へ向かって自律性を持ち始めたことが，結果

として疑似ＨＲの出現をもたらしたと考えられる。

そうだとすると，この段階でみられた疑似ＨＲに

は明らかに以前の段階とは質的に異なる認識の背

景を想定せざるを得ない。

第３期は外界に関わる手の稼動性が多様になる

につれてＨＲが減少し，逆に疑似ＨＲが一層顕著

になって手指の緊張が全身へ拡延する時期として

特徴づけられる。

このようなＨＲの発達的変化は本児の行動とど

のような関連性を持つのであろうか，次に，上述

した３つの時期ごとの行動上の特徴を対人関係，

対物行動，情動行動などを含むいくつかの側面を

中心に記述する。

図１－９運動時の疑似ＨＲ

図1-10運動時の疑似ＨＲ図1-11運動時の疑似ＨＲ

図1-12疑似ＨＲの拡延図１－１３疑似ＨＲの拡延

疑似ＨＲとして手の指に生じた緊張は指の表面

やその筋肉に自己受容感覚を起こす。この自己受

容感覚は再びその近傍の筋肉に緊張をもたらすと

いう具合に自己受容感覚と緊張が円環的に増幅し

合いながら，腕から肩そして顔面筋（眼筋）へと

求心的に拡延し，身体の塑形がなされる。外的環

境への働きかけに伴って筋肉や腱や関節などに生

じる自己受容感覚と違って，身体内に閉じた自己

第１期（第２回以前）

図２‐１は園庭にあるプランタに本児が足を踏

み入れようとした時に偶然に手を触れた植物の葉

－２２１－
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と茎を引きちぎり，本児特有の親指と人差し指の

対向操作による握り，いわゆるピンセット握りで

葉と茎を顔の前にかざしているところある。図か

らは明らかでないが，本児の視線はＨＲの時のそ

れで，「虚ろ」でどちらかといえばむしろ自分の

手に向いているように見える。また，図２－２は

掴んでいたブロックが手から落ちてしまった後も

視線は依然として手に向いているところを示して

いる。

偶然に手に触れた物に対して把握行動が生じる

が，そのことは手への触刺激と自己受容感覚をも

たらすため，結果的にＨＲを生起させることにな

る。それ故，視線は手に持たれている物に注がれ

ているのではなく，ＨＲ時の「虚ろ」な視線と同

じものと見るべきである。このために，物が手か

ら落ちても視線は落ちた物に向かわなかったので

あろう。物は手に触覚や自己受容感覚を生起させ

るものの，物の外在性は本児にまだ認識されてい

ないものと思われる。

本児の対物シェマは極めて限られており，片手

で「物を掴む」「放り投げる」（図２－３)，両手で

｢撫で回す」（図２－４）のほぼ３種類に集約でき

た。本児の物へ向かう姿勢は物を意図的に操作す

るといった物そのものへの関心ではなく，物を掴

んだり，触れたりした時に手指や掌に生じる触感

覚や自己受容感覚に関心が注がれており，むしろ

物そのものの外在性すらも認識の範畷にないと言っ

てよい。このことはまた，自己身体と外的世界の

区別が明瞭になっていないことを意味し，本児の

手と物は融合したような状態にあるものと推察さ

れる。図２－５に示す場面はまきにそうした状態

を表している。この場面は保母が本児の左手の手

首に粘土を巻き付けたところ，本児は嫌がって両

手を振ってそれを取ろうとしているところである。

右手を使えば容易に取り外すことができるにもか

かわらず，両手を同時に上下に振っているのであ

る。手に巻きつけられた粘土は本児の左手に触感

覚をもたらしているものの，手と粘土の界面が明

瞭でないために，粘土そのものを定位できずに不

快感を取り除けずにいる状態であると考えられる。

自己身体と外界の界面を区別できにくいという

ことは，自己身体をまるで外在する物のように扱

うという上記の場面とは逆の現象をも生起させる。

旨
。
》

〆孟ｒＪＷ、Ｌ
ＩＩＩＩｌｌＩ

′ｒ，

MLl
図２－２ものの把握

とＨＲ

図２‐１ものの把握

とＨＲ

図２－４

対物シェマ(撫でる）

図２‐３

対物シェマ(投げる）

図２－５

粘土と手の融合

図２‐６

自己身体の操作

図２‐６は自分の足をまるで棒か玩具のように両

手で持ち上げている場面である。始歩以前の９～

10カ月児の乳児にも同じような現象が見られる。

Walloｎ（1954）によれば；この行為は次のよう

に説明されている。すなわち，足が歩くための道

具として使われる段階に至らないうちは，足は完

全に身体に総合されておらず，それ故にある種の

個別性，外在性を持っていることから現象すると

－２２２－
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いうのである。しかし，Ananiev（1948）は器

官が動作の媒体になっても（足が歩行の媒体となっ

ても）それが身体図式に加わるには，それだけで

は不十分で，それが目で知覚されなければならな

いと主張する。すなわち，視空間の中で身体から

分離できる対象と自己の身体とが区別されなけれ

ばならないというのである。本児は歩行は可能で

あり，足は歩行の媒体として既に使われている。

しかし，先に指摘したように本児は外界の物を視

空間の中で外在する物として認識できていないた

めに，当然のことながら自己の足を外界の物と区

別できていない。それ故，足が身体図式に統合さ

れず，足が外界の事物と同じような扱われかたを

することになるのであろう。「自己の身体を自己

の身体と認めるためには，同時に外界の諸対象を

外界の対象と認めねばならないから」

(Wallon,1954）であり，物の外在性の認識と自

己の身体を自己の身体と認識することは表裏一体

をなしているのである。物の外在性を認識する水

準に至っていない本児が，自己の足を自己身体の

側に属する－部として認識できず，むしろ棒か玩

具のように扱うのはこうした背景によるのであろう。

図２－７は本児が室内で床に座っている時，突然，

中田（1984）は重度障害児の行動を観察し，彼

らの身体の機能を自我や意識の働きと関連づけな

がら記述している。その中で，彼は次のように述

べている。身体部分への刺激（例えば痛覚など）

が自我によって身体部分に局所づけられないと，

その刺激による身体上の部分的な生起は「平準化」

により全身体に溢れ出てしまい，全身的な揺動を

もたらし，その直接的な身体上の生起として泣き

呼びが現れるとしている。さらに，「自我が痛み

を感じ，その結果，自我の感情表現として泣き叫

び」が生じているわけでなく，「彼らの泣き叫び

は，身体部分への刺激によって引き起こされた全

身的な身体の揺動，そのものの身体的な表現でし

かない」ため，彼らの泣き叫びは身体への刺激

(例えば痛覚）の持続時間と一致する。すなわち，

身体への刺激が消失すると途端に泣き叫びが消失

するというのである。換言すれば「彼らの情動の

変化は自我が関与していないために，完全に身体

上の変化と結びついている」ということである。

本児においても，同様な解釈が成り立つものと

思われる。通常，視覚や聴覚は感触性が身体に局

所づけられないため，触感覚や運動感覚と異なり，

身体上の感覚態とならない。ただ，音や声が非常

に大きい時には皮膚感覚と同様な一種の痛みとし

て感じられることがある。この場合には前述の中

田（1984）が指摘したような経緯で全身体の揺動

が起き，その直接的な身体上の現れとして本児で

は文字どおり上体の前後方向への揺れと泣きが出

現することになる。したがって，本児の泣きは自

我が関与しない泣きとして理解することができる。

中田（1984）によれば，自我の関与しない泣き

は身体への刺激が消失すると途端に消失するとし

ている。しかしながら，本児の場合には身体上の

揺動を引き起こす刺激の消失後も依然として泣き

が持続していた。本児は泣きが始まると身体の前

後方向への揺らしが激しくなり，前屈したときに

腰が浮き上がるようになる。そのために繰り返し

てお尻を強打することになり，結果的に強い痛覚

が生じるものと思われる。当初，身体の揺動を引

き起こした聴覚刺激が消失した後は，二次的に生

起されたお尻の痛覚が身体の揺動を起こし泣きを

保持させる刺激となっていることが予想される。

保母が本児を抱き上げることで「泣きのスタイル」

他児が大声をあげ

たため，驚いて泣

き始めた場面であ

る。泣きながら上

体を前後に激しく

曲げ伸ばししなが

ら，屈伸の反動を図２‐７泣きのスタイルｂ，ノ出ｗｗﾉⅨHujと

使用して足を床に

つき手を支点として身体を持ち上げ，後づさりす

るのである。本児が泣くときには常にこの姿勢を

とり，むしろこの姿勢をとらなければ泣けないと

いう程に固定化した関係にあった。さらに，泣い

ている本児を保母が抱き上げた途端に突然に泣き

止むのである。いわば，本児には「泣きのスタイ

ル」とでも呼べるような情動と姿勢の強固な関係

があり，そのスタイルを取らなければ泣きが現出

されないし，逆にそのスタイルを崩すことによっ

て，泣きが消失するといった不思議な現象が存在

するのである。情動の表出と身体の姿勢・運動の

関係を考える上で注目すべき行動である。

－２２３－
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ろもので，喜びの中でも熱狂的な喜びは身体の激

しい動きと内的興奮とが円環的に相互作用しなが

ら増幅した結果生じるもので，運動の興奮は愛撫

と同じように「喜び」をもたらす効果があること

を指摘している。また，正高（1996）は乳児の笑

いが足のリズムカルな動きと同期し，続いて手の

運動と同期するようになることを指摘している。

彼によれば，乳児に足蹴りが起きるようになって

１カ月後から，足の動きと笑いが同期し始めると

いう。彼は決して運動と笑いを因果的に説明して

いるわけではないが，足蹴りと笑い，つまり運動

と情動行動が密接に関係し合っていることを示す

現象として理解できる。本児にみられた自動的な

笑いはWalloｎ（1956）が指摘するように走ると

いう運動の興奮によって誘発されたものと考えた

方がよいであろう。

中田（1993）も重障児の観察を通して，身体の

揺動が微笑や笑いを引き起こす現象を指摘してい

る。前述した痛刺激による泣きの出現の過程と違っ

て，運動感覚によって情動の変化を引き起こすた

めには，文字どおり全身が揺り動かされなければ

ならないと述べている。ざらに，自我が機能して

いない重障児の場合には身体上の生起（揺れ）そ

れ自体の持続期間が身体の揺動の期間と一致する

ようになる。それ故，全身の揺れを起こす働きか

けが止まると，彼らの微笑や笑いは元の無表情に

戻ってしまうというのである。

本児に見られた「自動的な」笑いは，Wallｏｎ

(1956）の説からも解釈可能であるが，むしろ中

田（1984）の解釈に最もよく適合するように思わ

れる。つまり，全身的な運動を必要とする他者か

らの働きかけは，本児に身体の揺動を引き起こし，

快の情動変化をもたらしたのであろう。本児の

｢自動的な」笑いは自我が関与しない身体の揺動

の直接的な表現でしかないということができよう。

以上にみるように，この段階における情動は快・

不快といた極めて未分化な状態にあり，それらは

身体運動と密接に結びついた原初的な形態で表出

された。

本児はこの段階においても，母親を認識できて

おらず，したがって母親への愛着行動は認められ

ていない。保母からの働きかけに対する反応はほ

とんどみられず，保母のなすがままになっている

が崩されると途端に泣きが消失するという事実は，

二次的に生起した痛覚が抱き上げによって消失し

たことによる結果であるとしてみることができ，

中田（1984）の指摘どおり本児の泣きは自我の関

与しない泣きとして位置づけることができるので

ある。

図２‐８は本児がスピーカーが置かれている台

に手をかけて，腰からの上の上半身を前後に曲げ

伸ばししている場面である。本児は以前から音楽

が大好きで，音楽が始まると音源のスピーカーに

接近し，時にはスピーカーに手をあててその感触

を楽しんでいた。輿が乗ってくると図のような行

動を示すことがある。このときは無表情で，表情

だけからは本児の情動状態を推し量ることはでき

ないが，ここに示した本児の行動は楽しい時，快

の感情が背景にあるときに出現するものであるこ

とがわかる。上体を前後に曲げ伸ばしする動きが

座位か立位かの違いはあるが，図２－８の行動は

図２‐７に示した「泣きのスタイル」と類似して

いる。背景にある情動は「快」と「不快」の相反

する状態であり，表出される行動が極めて類似し

ているということはどのように考えたらよいので

あろうか。恐らく，「悲しみ」と「喜び」の両極

の情動が，類似した身体運動を介して表出される

のは，本児に身体運動の多様性が乏しいことによ

るのかもしれない。ただ，「泣き」の場面は顔面

の塑形，涙，泣き声などが随伴するが，「喜び」

の時は顔面の塑形は見られず，全くの無表情で音

声も随伴していないというように両者間には表出

形態の差異も見られる。

本児の好きな音楽が流れる室内遊戯などでは，

間歌的に立ち止まっては図２‐８に示した動作が

出現する。しかしながら，先に指摘したように

「快」の情動は表情には全く表出されない。とこ

ろが，保母が本児の手をとり走り出すと，途端に

本児に笑いの表情が出現した（図２－９)。その笑

いは走りを止めるとすぐに消失し，それはまるで

走りによって自動的に引き起こされているような

印象を受ける。本児における走りと笑いの「自動

的」な関係は，場所や状況を超えて常に認められ，

確かな現象である。

Walloｎ（1956）は「喜び」について次のよう

に説明している。喜びは身体の愛撫によって生じ

－２２４－
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という状態である（図2-10)。もちろん，他児の

行動にも無関心で，この時期には，対人行動と思

われる行動はほとんどみられない。

をもたらすことになる。まず第１は対物シェマの

増加である。第１期においては偶然の結果，手に

触れることになった物をいわゆるピンセット握り

で掴み，放り投げるといった極めて単純でパタン

化された行動しかとれなかったが，この時期にな

ると物を噛んだり，振ったり，叩いたり，両手に

持った物を打ち合わせたりと，多様な対物シェマ

が出現してくる。

図３‐３はミニチュア玩具での遊びの時に，本

児が玩具の野菜を掴んで噛んだ場面である。掴ん

だ物を口に持っていき，噛むという行為はこの回

に初めてみられた。さらに，図３‐４は玩具の果

物を両手に持って，これらを打ち合わせていると

ころである。両手を使った物の操作はこの頃から

次第に増加してくる。

図２－８快の動作図２‐９自動的笑い

第２期

（第３回から第７回）

第２期は手への視線

を伴わない疑似ＨＲが

出現してくる時期とし

て特徴づけられる。顔

の前にかざされた手へ

の視線が手以外の外界

へと向かい，視線が自

律性を帯びてくる。こ

’

図２－１０対人行動うした特性は本児の行
動の様々な面に見てとれる。

図３‐１は食事の後で保母がテーブルを片づけ

るためにテーブルの脚を折り曲げているところへ，

本児が近づいてきてテーブルの裏面に回り込みな

がらのぞき込んでいる場面である。保母の指摘に

よれば，テーブルの脚を仕舞う時に出る「パタン」

という音に興味があるとのことである。

図３－２はプール遊びの最中に水面に浮いて流

れているペットポトルを追視しているところであ

る。風の力もあってかなり速く流れているペット

ポトルをしっかりと目で追っていた。動く物への

明確な追視が見られたのはこれが初めてであった。

このように外界へ向かう本児の視線は自律的な

｢まなざし」に変貌してきていることがわかる。

したがって，この段階では本児は物の外在性を明

確に理解できていると考えてよいであろう。

物の外在`性の理解に裏打ちされた自律的な「ま

なざし」はまた，本児の対物行動にも様々な変化

図３－１視線 図３‐２追視

図３‐３ものを噛む図３‐４両手による操作

また，同一の対象物に対して多様な操作がなさ

れるようになる。本児はカセットテープを噛んだ

り（図３－５），振ったり（図３－６），といったよ

うに同一の対象に異なるシェマを適用したり，

それらのシェマを組み合わせた対物操作が可能

－２２５－
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たたいている場面である。粘土遊びの時間に，粘

土に関心を持たない本児を見て保母が手遊びを始

めると，本児はそれまでの状態とはうって変わっ

て，保母の動きかけに呼応し，両手を広げて保母

の手叩きを待つようになる。そのうち，笑顔が満

面に現れ，ついに笑い声まであげて笑うようになっ

た。これまでの本児の状態と比較して，この劇的

な変化に相手をした保母は大変驚いたと述懐して

いる。その後は同様な行動であれば，他の保母に

対しても同じ状態がみられた。

本児の「快」表現としての上体の前後方向の曲

げ伸ばし行動は単独で行われている時には，全く

無表情であるが，保母が一緒に手をつなぎ，本児

の行動に同期して手を上下に動かしてあげると，

図３‐８でみられた笑顔と笑い声が出現する。こ

のことから，やはり他者の存在が本児の情動行動

に影瀞を及ぼしていることが理解できる。本児の

視線が外界に向けられるようになり，対象となる

他者の姿勢や運動，さらに表情が自己身体へ同型

的に敷き写されるような自他の関係が芽生えてき

たものと推察できる。確かに本児と関わる保母は，

一様に笑顔を浮かべ，そして声かけをしながら本

児に寄り添っているのである。本児と保母の情緒

的な一体感がその瞬間に成立していると考えられ

る。ここで見られた笑顔は第１期で指摘した走り

に伴う自動的な笑いと違って，外的で社会的な笑

いとみなすことができるであろう。ただし，こう

した行動が現れるのは本児の興味の範畷の中で極

めて限られた事態においてであった。

対人関係の変化がみられて約1カ月後（４回と

５回の間)，今度はこれまで母親への接近行動が

みられなかった本児に母親への愛着行動がみられ

るようになる。保育所のお迎え時に母親を見つけ

て小走りに近づいてきたり，登所時に分離不安を

生じ，母親を追って泣くといったこれまでには見

られなかった行動が出てくる。母親から「子ども

がようやくかわいいと思うようになりました」と

の述懐が聞けたのがちょうどこの頃であった。

－－
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図３‐５カセットを噛む図３－６カセットを振る

になってきた。この

時点の「振る」「叩

く」「噛む」といっ

た対物操作は，物そ

のものというよりも，

行為がもたらす運動

感覚や自己受容感覚

図３－７所有意識の発生などの内的変化を亨

受するといった側面

がまだ強いのかもしれない。しかし，これまでは

手に持っていたものが落ちたら拾うことはなかっ

た本児が，落とした物を探し，きちんと拾うこと

ができるようになったといった事実などを考慰す

れば，物そのものの認識も進んでいることは確か

である。このことは次に示す事実によって一層鮮

明になる。

図３－７は本児が持っていたカセットテープを

保母が取りあげるとそれを取り戻そうと本児が手

を伸ばしている場面である。先にも指摘した通り，

カセットテープに対しては，多様なシェマが適用

されている。そして，多様なシェマが適用された

物は確実に本児にとって特殊な意味を持つ物とな

る。つまり，自分の所有物になるのである。本児

はこの時期，カセットテープに固執していた。カ

セットテープを振ったり，噛んだり，なめたり，

時にはテープを引き出したりといった様々な操作

が本児にカセットテープに対する所有意識を芽生

えさせたのであろう。この所有意識は1ﾘ]らかに外

在する物の認識に基づいた態度である。自己内に

閉じた感覚中心の活動から，外界の認識に基づい

た活動へと変貌を遂げてきたことを物語っている。

対人関係においても明らかな変化がみられるよ

うになった。図３８は保母が本児の掌を両手で

－２２６－
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本児は取られまいと必死になっていたが，執拘に

まとわりつかれ，ついに奪われようとしたその瞬

間に，他児とは逆の方向にカセットテープを投げ

た。自分にとって大切な物を放り投げるという行

為はカセットテープを対象とした一人遊びの最中

には見られなかったし，奪おうとしている他児と

は反対側にわざわざ投げる行為はまさに他児との

やりとり関係の中で生じた現象である。この行為

の意味は様々な解釈ができようが，少なくとも他

児との関係の中で本児の心の中に起きた葛藤とそ

れに伴う情動のダイナミックな様相を反映した行

動であると言うことができよう。

物への関心が高くなるにつれて，保母の禁止に

対して強い抵抗を示すようにもなってくる。図３－

１１は本児の水遊びを終わらせようとする保母の制

止に必死の形相で抵抗しているところである。こ

れまでは制止されるとされるがままになるか，も

しくは泣くことしかできなかった本児が，自分の

欲求を押し通すために，外界へ積極的に働きかけ

を始めたことをこの図は物語っている。

以上のように本児の対物操作の充実は，人との

ダイナミックな関わりをもたらしているといえよ

う。

第１期で指摘された本児の「泣きのスタイル」

は依然として続いていた。ただ，第２期の終わり

頃（第７回）になって奇妙な変化がみられ始めた。

それは泣きの原因となった事柄と実際の泣きの間

に時間・空間的なズレが存在するようになったこ

とである。たとえば，本児がもっていたテープを

保母が取り上げ，どうしても取り返すことができ

ないとわかると，本児は踵を返して足早に特定の

場所まで行き，そして腰をおろすやいなや，「泣

きのスタイル」が出現してくる。移動中は全く表

情の変化はない。つまり，「泣き」が時間的・空

間的に遷延されるのである。「泣き」が起こる場

所は決まっていて戸外では，水場の格子床の場所，

そして室内ではオルガンの裏の空気取り入れ口

(これもなぜか，格子）のところであった。第１

期との違いは，泣く位置が特殊化してきたことに

ある。本児の情動表現が単に内的な姿勢・運動に

連動するだけではなく，自己身体外の環境との関

係をもち始めたことは，対人・対物関係について

これまで述べてきた本児の外へ向かう志向性を反

ａ臼
図３‐８快刺激の期待図３‐９社会的参照行動

図３－１０怒りの表出図３－１１保母への抵抗

対他行動は回を追うごとに新たな展開を見せる。

本児は手洗い場での水遊びが大好きであるが，保

母に水場への接近を度々禁止されている。図３‐

９は本児が保母の顔色をうかがいながら，壁に張

り付いた格好で少しづつ水場に近づこうとしてい

るところである。この場面は，経験的に保母の表

情から読みとった抑制と水場へ接近したいという

自己の欲求との葛藤状態を表している。明らかに

本児は保母の姿勢や表情の意味を感じとり，自己

の行動を制御している。いわゆる社会的参照

(socialreferencing）の機能が本児の他者関係に

出現してきたといえよう。ただし，このことも先

に指摘した事態と同様に本児の興味関心や欲求が

作用する場だけに限定されている。

前述したような本児の対物操作の充実から生ま

れてきた物の所有意識は，対人的な関わりの面に

も新たな地平を切り開くことになる。本児の所有

物をめぐり，他者との間で様々な接触が生まれて

くるのである。本児が自分の所有物であるカセッ

トテープを投げている図３－１０の場面は，次のよ

うな他児との関係のもとで現れた。本児が持って

いるカセットテープを他児に奪われそうになって，
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図４－１（第８回）は

本児が鈴を鳴らしている

場面である。この頃から

５本指を使った把握が見

られるようになり，物の

目的に合った把握と操作

ができるようになってく

る（図４－２)。また，身

体運動面でも，体幹のひ

ねり（図４‐３）などの

これまでみられなかった

動きが現れることに加え

映しているのかもしれない。そう考えれば，本児

の泣きが「内的泣き」から「外的・社会的泣き」

へ変化してきているといえよう。

第３期（第８回以降）

前述したＨＲの分析によれば，第３期はＨＲが

急速に減少し，その分，逆に疑似ＨＲが一層顕著

になる時期として特徴づけられた。第２期に始まっ

た外界へ向けた手の稼働性が，第３期になって一

層多様性を増し，ＨＲは急速にその頻度が減少す

る。逆に疑似ＨＲはその特徴を益々鮮明にして，

円環的に増幅し，自己刺激行動として位置づけら

れるようになる。そして，自己身体の外側の世界

へと開かれていく発達的変化と自己身体の内側へ

と向かう自己刺激行動の発達に伴う増幅・激化の

２極化が一層明確になってくる。

この時期は第２期に指摘された現象が量的に増

大し，二極化することが大きな特徴であり，第２

期にみられたほどの質的な変化は明瞭ではない。

しかしながら，いくつかの行動領域において記述

しておかなければならない特徴もある。

図４‐５足踏み

て，意図的に自己の身体を動かすような場面が多

く見られるようになる。図４‐４は本児がその場

でゆっくりと－回転しているところである。注意

深く足をコントロールしながら回っている様子が，

上に挙げられた両手などから推し量ることができ

る。図４－５のその場での足踏みも同様である。

対物行動に現れてきた「物への意図的な働きかけ」

は自己身体に対しても向けられるようになってき

た。
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図４－７他者との協応動作図４‐６他者からの

働きかけ
図４‐１鈴ならし図４‐２機能的な対物操作

他者へ向かう本児の志向性が明瞭になってくる

につれて，他者の側からの働きかけも多くなって

くる。図４‐６（第９回）は隣のクラスの保母が

子ども達と対面しながら踊っている時に，そばで

保母を見上げている本児に気付き本児の側に向き

直って踊り始めているところである。大きな声を

上げながら楽しそうに踊っている保母の様子から

想貌的に「快」を感じとり，それに同化しようと

する本児の意図は周りの他者に伝わり，様々な形図４－３体幹のひねり図４－４身体の回施
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重度梢神遅滞児にみられるハンドリガードの発達的意味

表現でしかないとの解釈がなされた。の働きかけを誘発することになる。

図４－７（第９回）は本児の前で上下に動く保

母の掌を本児が追視して掌を合わせようとしてい

るところである。他者の手の動きを予測しながら

それに自己の動きを同期させようとする意図が明

瞭である。この頃になると，他者主体をおぼろげ

ながら感じ始めているのかもしれない。
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１．ＨＲの主たる機能は注視よりも手指に生じる

感覚の側にあり，視覚に自律性が出てくるに従っ

て，注視を伴わないＨＲの割合が増える。
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第１期：手への注視を伴う文字どおりのＨＲの

みが出現している時期である。手に向かう視線は

自律性が乏しく，手指の動きに随伴して生じたよ

うな虚ろな印象を与える。手指の動きや絡まりを

伴うＨＲがみられるようになった点を除けば，初

出時のＨＲと本質的な違いは認められない。また，

この時期のＨＲは乳児期初期にみられるＨＲとの

共通性を持つことが指摘された。
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特徴づけられた。
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